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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第51期
第１四半期
累計(会計)期間

第50期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 765,624 2,519,583

経常利益又は経常損失（△）（千円） 68,474 △136,093

四半期（当期）純損失（△）（千円） △8,547 △109,454

持分法を適用した場合の投資損失（△）

（千円）
△1,551 －

資本金（千円） 1,027,026 1,027,026

発行済株式総数（千株） 20,540 20,540

純資産額（千円） 1,025,975 1,006,802

総資産額（千円） 1,606,002 1,529,292

１株当たり純資産額（円） 50.11 49.17

１株当たり四半期（当期）純損失金額

(△）（円）
△0.42 △5.35

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ －

１株当たり配当額（円） － －

自己資本比率（％） 63.9 65.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
64,498 △15,075

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
393,742 30,770

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△20,141 △22,988

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
704,620 264,166

従業員数（人） 139 137

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、

また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な変更

はありません。

３【関係会社の状況】

　当第１四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 139（2）

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に第１四半期会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期会計期間における生産実績は、次のとおりです。

区分 生産高（千円）

オーダー製品 322,670

　（注）１　金額は販売価額の平均単価によっております。

２　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）商品仕入実績

　当第１四半期会計期間における商品仕入実績は、次のとおりです。

区分 仕入高（千円）

その他 53,176

　（注）１　金額は仕入価額であります。

２　その他の主なものはシャツ、ネクタイ等であります。

３　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注実績

　当第１四半期会計期間におきましては、制服関係の受注が僅少ですので記載をしておりません。

(4）販売実績

　当第１四半期会計期間における販売実績は、次のとおりです。

区分 販売高（千円）

オーダー製品 678,143

その他 87,481

合計 765,624

　（注）１　総販売実績に対し10％以上に該当する販売先はありません。

２　その他の主なものはシャツ、ネクタイ等であります。

３　上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。　

(1）経営成績の分析

当第１四半期におけるわが国経済は、原油・原材料価格の高騰による企業収益の圧迫とともに、物価上昇等の先

行き不安による個人消費の低迷など、依然厳しい状況で推移いたしました。

このような状況の中、当社は、基本方針であるローコスト経営による収益力の向上、新規商材としてのレディース

オーダースーツの販売強化を図ってまいりました。また、直営店につきましては谷町店（大阪府）を新規にオープ

ン致しましたが、既存店の採算性と成長性を見直した結果、不採算店舗として堺筋北浜店（大阪府）を閉店致しま

した。

以上の結果、売上高は765百万円（前年同期比2.6％減）となり、営業利益は60百万円（前年同期比3.9％減）、経常

利益68百万円（前年同期比7.7％減）と前年を下回る結果となりました。

また、四半期純損益につきましては、当事業年度より退職給付債務の算定方法を、簡便法から原則法へ変更したこ

とによる、特別損失74百万円を計上したこと等により、前年同期比128百万円減の８百万円の四半期純損失の計上と

なりました。

(2）財政状態の分析

（資産の部）

当第１四半期会計期間末の総資産は、前期末に比べ76百万円増加し1,606百万円となりました。その主な要因は、売

掛金の増加によるものであります。

（負債の部）

当第１四半期会計期間末の負債合計は、前期末に比べ57百万円増加し580百万円となりました。その主な要因は、退

職給付引当金の増加から短期借入金の返済による減少の差引によるものであります。

（純資産の部）

当第１四半期会計期間末の純資産合計は、前期末に比べ19百万円増加し1,025百万円となりました。その主な要因

は、四半期純損失を計上したものの、その他有価証券評価差額金の増加による差引であります。

(3）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物の期末残高は、704百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、64百万円となりました。これは主に退職給付引当金の増加によるものであ

ります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、393百万円となりました。これは主に投資有価証券の償還によるものであ

ります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、△20百万円となりました。これは主に短期借入金の返済によるものであり

ます。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5）研究開発活動

　特記すべき事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　特記すべき事項はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 82,000,000

計 82,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成20年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 20,540,525 20,540,525
大阪証券取引所

市場第二部
－

計 20,540,525 20,540,525 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

　平成20年４月１日～平

成20年６月30日
－ 20,540 － 1,027,026 － －

（５）【大株主の状況】

大量保有報告等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

　 平成20年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　66,000
－ －

完全議決権株式（その他）

普通株式

20,301,000　 20,301 －

単元未満株式 普通株式　 173,525 － －

発行済株式総数 20,540,525 － －

総株主の議決権 － 20,301 －

②【自己株式等】

　 平成20年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所
有株式数
（株）

他人名義所
有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式） 　     

エフワン株式会社
大阪市中央区博労町２－

６－８
66,000 － 66,000 0.32

計 － 66,000 － 66,000 0.32

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月

最高（円） 113 101 102

最低（円） 94 97 91

　（注）　最高・最低株価は大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20

年６月30日まで）に係る四半期財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人による四半期レビューを受けており

ます。

　なお、太陽ＡＳＧ監査法人は、平成20年７月15日付けをもって法人組織を有限責任監査法人に移行し、名称を太陽Ａ

ＳＧ有限責任監査法人に変更しております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
（平成20年６月30日）

前事業年度末に係る要約貸借
対照表

（平成20年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 704,620 264,166

受取手形及び売掛金 ※1
 213,892

※1
 192,729

原材料 4,071 4,844

仕掛品 7,171 10,292

その他 44,385 54,805

貸倒引当金 △51,440 △54,040

流動資産合計 922,700 472,797

固定資産

有形固定資産 22,583 22,824

無形固定資産 2,933 2,984

投資その他の資産

投資有価証券 179,493 551,631

関係会社株式 35,000 35,000

長期貸付金 43,757 44,235

破産更生債権等 55,626 60,160

敷金及び保証金 402,943 402,603

その他 15,523 14,813

貸倒引当金 △74,559 △77,759

投資その他の資産合計 657,785 1,030,685

固定資産合計 683,301 1,056,495

資産合計 1,606,002 1,529,292

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 124,166 125,158

短期借入金 10,000 30,000

未払金 21,149 18,712

未払法人税等 5,003 16,563

賞与引当金 26,270 16,000

その他 47,424 50,400

流動負債合計 234,013 256,834

固定負債

退職給付引当金 161,459 81,061

役員退職慰労引当金 16,830 16,270

長期預り金 167,723 168,323

固定負債合計 346,013 265,654

負債合計 580,026 522,489
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
（平成20年６月30日）

前事業年度末に係る要約貸借
対照表

（平成20年３月31日）

純資産の部

株主資本

資本金 1,027,026 1,027,026

利益剰余金 126,785 135,333

自己株式 △6,723 △6,582

株主資本合計 1,147,088 1,155,777

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △121,112 △148,974

評価・換算差額等合計 △121,112 △148,974

純資産合計 1,025,975 1,006,802

負債純資産合計 1,606,002 1,529,292
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日）

売上高 765,624

売上原価 374,181

売上総利益 391,443

販売費及び一般管理費 ※1
 331,250

営業利益 60,192

営業外収益

受取利息 309

有価証券利息 4,627

為替差益 2,355

その他 1,116

営業外収益合計 8,408

営業外費用

支払利息 125

その他 0

営業外費用合計 126

経常利益 68,474

特別利益

貸倒引当金戻入額 2,481

特別利益合計 2,481

特別損失

過年度退職給付費用 74,693

その他 1,283

特別損失合計 75,976

税引前四半期純損失（△） △5,020

法人税、住民税及び事業税 3,527

四半期純損失（△） △8,547
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △5,020

減価償却費 2,591

固定資産除却損 995

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,800

賞与引当金の増減額（△は減少） 10,270

退職給付引当金の増減額（△は減少） 80,398

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 560

受取利息及び受取配当金 △4,936

支払利息 125

為替差損益（△は益） △2,355

売上債権の増減額（△は増加） △21,162

たな卸資産の増減額（△は増加） 3,894

その他の資産の増減額（△は増加） 2,447

仕入債務の増減額（△は減少） △991

未払消費税等の増減額（△は減少） △3,250

その他の負債の増減額（△は減少） 1,106

小計 58,871

利息及び配当金の受取額 19,803

利息の支払額 △94

法人税等の支払額 △14,082

営業活動によるキャッシュ・フロー 64,498

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,004

投資有価証券の償還による収入 400,000

長期前払費用の取得による支出 △1,000

敷金及び保証金の差入による支出 △2,950

貸付けによる支出 △405

貸付金の回収による収入 1,102

投資活動によるキャッシュ・フロー 393,742

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △20,000

自己株式の取得による支出 △141

財務活動によるキャッシュ・フロー △20,141

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,355

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 440,454

現金及び現金同等物の期首残高 264,166

現金及び現金同等物の四半期末残高 704,620
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

（1）棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

棚卸資産の評価基準及び評価方法について

は、従来、原価法によっておりましたが、当第１

四半期会計期間より「棚卸資産の評価に関す

る会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年

７月５日 企業会計基準第９号）を適用し、原

価法（収益性の低下による簿価切下げの方

法）に変更しております。この変更に伴う損益

に与える影響はありません。

（2）退職給付引当金

　当第１四半期会計期間より退職給付債務の算

定の精度を高め、期間損益計算をより適正化す

るため、退職給付債務の算定方法を簡便法から

原則法に変更しております。

　この変更に伴い、期首現在で退職給付債務を

算定した結果発生した簡便法と原則法の差額

74,693千円を特別損失に計上しております。

　この結果、従来の方法によった場合に比べ営

業利益及び経常利益は35,886千円増加し、四半

期純損失が38,806千円増加しております。

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１．棚卸資産の評価方法 　当第１四半期会計期間末における棚卸高

の算定に関して、実地棚卸を省略し前事業

年度に係る実地棚卸高を基礎として合理的

な方法によっております。

２．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、当

事業年度にかかる減価償却費の額を期間按

分して算定する方法によっております。

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

エフワン株式会社(E00586)

四半期報告書

14/19



【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第１四半期会計期間末
（平成20年６月30日）

前事業年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、61,162千円で

あります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、59,996千円で

あります。

（四半期損益計算書関係）

当第１四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

　※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の

とおりであります。

販売手数料 20,079 千円　

荷造運賃 8,973 　

広告宣伝費　 7,850 　

給料 137,331 　

賞与引当金繰入額 10,500 　

退職給付費用 5,705 　

法定福利費 21,359 　

賃借料 64,020 　

減価償却費 2,591 　

その他 52,839 　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日）

現金及び預金勘定 704,620 千円

現金及び現金同等物 704,620 千円
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（株主資本等関係）

当第１四半期会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年

６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　20,540千株

　

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　67千株

　

（有価証券関係）

　

当第１四半期会計期間末（平成20年６月30日）

その他有価証券で時価のあるものが、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前事業年度末日に比

べて著しい変動が認められます。

区分 取得原価（千円）
四半期貸借対照表計上額

（千円）
差額（千円）

①　株式 － － －

②　債券    

国債・地方債等 － － －

社債 － － －

その他 － － －

③　その他 299,706 178,593 △121,112

計 299,706 178,593 △121,112

当第１四半期会計期間中に償還したその他有価証券（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

償還額（千円） 償還損益の合計額（千円）

400,000 －

（デリバティブ取引関係）

当社は、デリバティブ取引を全く利用しておりませんので該当事項はありません。

（持分法損益等）

当第１四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

関連会社に対する投資の金額　（千円） 35,000

持分法を適用した場合の投資の金額　（千円） 33,448

持分法を適用した場合の投資損失の金額　（千円） △1,551

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

（企業結合等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期会計期間末
（平成20年６月30日）

前事業年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 50.11円 １株当たり純資産額 49.17円

２．１株当たり四半期純損失金額等

当第１四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 0.42円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

四半期純損失（千円） 8,547

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 8,547

期中平均株式数（千株） 20,473

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

（リース取引関係）

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っております

が、当四半期会計期間におけるリース取引残高は事業年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載してお

りません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月８日

エフワン株式会社

取締役会　御中

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 高木　　勇　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宮内　　威　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエフワン株式会社の

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第51期事業年度の第１四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年６

月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算

書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から

四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、エフワン株式会社の平成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了す

る第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

追記情報

四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更（2）に記載の通り、会社は退職給付引当金の算定方法を簡便

法から原則法に変更している。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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